
『Abhisamayalarpkara』 の 三 身 説 と四 身 説

磯 田 煕 文

一

『Abhisamayallpkara』 第 八章即 ち行果 としての 〈法身現 等覚〉に述べ られ る仏

身論 は, 恐 らく, 自性 身(法 身)・ 受用 身 ・化 身の三 身説 が本意で あった ろ うと思

われ るが, 本 偶 自体 が簡略 なためもあって, 三 身説 にも四身説 にも読 み取 ること

が可能 である。

この 『Abhisamayalalpkara』 の注解者 として, また宣揚 者 として 中心的な人物

であ った Haribhadra (八世紀後半～九世紀) が, そ の著 『八千頽般若注解 ・Aloka』,

及 び 『Abhisamaya 注解 ・Sphutartha』 におい て, この 果 ・法身現等覚 を 特色 あ

る四身説 を もって解釈 した ことは, 既 に詳 しい紹介 と位置 づけの試 みがなされ て

い る1)。唯, この 四身説 が, Haribhadra自 身 の創説 かど うか とい う点 には疑 問が

残 されてい る。が, 少 くとも, 彼 以 後に, イ ン ド・チベ ッ ト等 におい て この四身

説 に対す る賛否 と三身四身いずれかの説 の選択がな されてい った ことが, 諸 注解

書か ら知 られ る2)。

ここでは, Haribhadra が 引 いてい る, 三 身 ・四身両説 に 関 す る議 論, 論 難 ・

応 答において, 彼 自身は誰で あるとも具体的な人名を挙 げてはいないが, 後 の注

釈者達が特定 してい る人名 を拾い出 して, 多 少の比較検討を加え, 更 に, この 四

身説の意義, 位 置について, そ の一端 を伺いたい。

二

特 定 さ れ て い る 人 物 名 は, Aryavimuktasena, Mkhan po yah dag Rnam snah

mdsad (bzah po), Jnanacandra の 三 人 で あ る 。

 AryaVimuktasenaに 関 し て は,『 二 万 五 千 頽 般 若 注 解 ・駐斑khri snah ba』(Toh

No. 3787, ota No. 5185) が 残 さ れ て い る の で, 自性 身 ・受 用 身 ・化 身 の 三 身 説 を

採 っ て 解 釈 し て い る こ と が 確 か め ら れ る 。

Haribhadra は,『Aloka』,『Sphutartha』 に,

「他 の 人 々は,
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牟尼の自性身は, 一切相にわたって清浄となった, 無漏なる法, それら (無漏法)

の本性を特質とするものである,

(VIII, 1) と説 かれる語のままに出世間, 無漏の諸法を認めて, 自性身はそれ らの 自性

不生性, それを特質としているのであるが, まさにそれは法性身 (dharmata-kaya) で

あって, (その) 接尾辞の -ta の省略脱落によって, 法身 (dharmakaya) と表 現 され

る, と解説し, 更 に, それ らの本性を特質とする法身, それら無漏なる法は如何なるも

のかとい う疑問を受けて,

菩提分法 ・無量……(VIII, 2-6)

を転ずる, とい う。」3)

と 引 用 す る 説 は, Bu ston が 指 摘4)す る よ う に,『Ni khri snan ba』 の 所 説 で

あ る5)。 し か し, 後 に 触 れ る が, Dharmamitra は,『Sphutartha』 の 復 注 で あ る

『Prasphutapada』 に, こ れ を Mkhan po yah dag Rnam par snah mdsad の こ主

張 で あ る と い う6)。 即 ち, Mkhan po Rnam snah mdsad は 三 身 説 を 説 く 者 と み

な す わ け で あ る。

こ の Mkhan po (Upadhyaya) yah dag Rnam snah mdsad (Vairocana) (bzah

po, bhadra) に 関 し て は, 本 学 会 の 発 表 後 に, Nyi chang Rin po che 師 か ら, こ

の Mkhan po Rnam snah mdsad と は Santaraksita を 指 す 旨, 教 え て い た だ い

た7)。Rnih ma 派 の 伝 承 に よ る も の で あ ろ う か。 しか し, 直 前 に 引 い た Dharma-

mitra に し て も, Bu ston, Sa skya 派 の G-yag phrug (sahs rgyal dpal, 1350-1414)

をは じめ, チ ベ ッ ト人 が この名 を引 くが, santaraksita との 結 びつ きには触 れて

いない よ うで あ る。Taranatha の 『イ ン ド仏 教 史 』30章 に, Haribhadra は,

「Acarya santaraksita か ら 中観の諸 論典 と教誠 を聴 聞 され, この Upadhyaya Va-

irocanabhadra に 『般若経』 を 『Abhisamayalarpkara』 と共 に聴聞 され た。」8)と

云 い, こ こで も両名 は別人 と考 え られ てい る。 と こ ろが, Dharmamitra は, 次

の様 な ‘有説’を 引いてい る;

「ある人は云 う: 阿閣梨 (Haribhadra) 御前は他の本文に, 三身を述べているから, (こ

の第八章の注で, 四身を) お認 めになっていて も, これ は Mkhan po yah dag Rnam

snah mdsad の教 えを重んじられて, 彼のこ主張を布置したのである, という。」9)

と し, 更 に,

「仏身の数の決定に関しては, 各 々別個に説 く見解のいずれも否定しないか ら, この様

に (四身と) 定 めることは如何 なる場合 もない。従 って, 阿闇梨 (Haribhadra) 御前

は何身を建立しても過失がないとお認めになっていることは明らかである。」9)
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と。Tson kha pa は, こ れ は 大 ・小 二 注 即 ち 『Aloka』 と 『Sphutartha』 の 意 趣 と

し て は 不 適 当 で あ る, と い う10)。 し か し,〈 波 羅 蜜 乗 一 三 身 ・四 智, 真 言 乗 一 四

身 ・五 智 〉 の 伝 統 的 な 定 説 を 持 っ Sa skya 派 に お い て11), 例 え ば, Roh ston (Sa

kya rgyal mtshan dpal bzah po, 1367-1449) は, 次 の 様 に Dharmamitra の 有 説 と

同 趣 旨 の 解 説 を す る:

「(『Abhisamaya』 本 偶 の意 趣 は三 身 で あ る 」12)

と述べて, 次 いで,

「阿闇梨 (Haribhadra) は四身を立てられるが, Upadhyaya Vairocana 等のお言葉によ

 って, 自身の見解の様にみえる (説) として布置 しているのであって, ご自身は定んで

三身説である。『Aloka』に,〈一切種の最勝たる三身を定んで得るものたらんことを〉13)

と説かれているからである。」12)

等 と云 う。即 ち, Haribhadra の 師 としての Vairocana が般 若 ア ビサマヤを 口伝

で教示す る際 に四身説 を説 いた と伝 える有説 の あった ことが知 られ る。Vairoca-

na が santaraksita と 同一人 であるな らば, santaraksita が三 身説 を, あ るい は

四身説 を説いたか ど うか, sarvajna の 論証, 勝 義 ・(喩伽 行者 の) 世 俗 の二諦説

を含 めて, 今 後の課題 とな る。

 Jnanacandra に 関 しては, Taranatha の 『イン ド仏教史』29章 に, 八 世 紀 の中

頃即 ち Haribhadra と同時代 の年長 にあた る人 々の うちに数 え られてい るが14), 

他 の史 書類 には触れ られていない様 で あ り, 不 明であ る。 彼の著作 として, チ ベ

ッ ト大蔵経 に,

1. (Kayatraya-vrttij) (Toh No. 3891, Ota No. 5291)

2. (Yogacarya-bhavanarthasamasa (or bhavanatatparyartha)-nirdesa j (Toh No. 

 4077, 4546, Ola No. 5460, 5578))

の二書 が収採 され てい る。Nagamitra (或 い は Nagasena 作:『Kayatrayavatara-

mukha』(Toh No. 3890, ota No. 5290) は, 『Uttaratantra (究寛一乗宝性論)』 に見

られ る様 に, 法 身 を中心に しなが らも, 唯 識 の三 身説 を色濃 く持 ち込 んで解説 し

た もので あ り15), 155偶 よ りなる。1. は, この偶論 に対す る注解 であ り, 2. は 1.

の102-106偶 の注解部分 を別 出 して一書 と した ものに過 ぎない か ら, Jnanacan-

dra の著 作 としては, 一 書即 ち1.の みで あ り, しか も, これ は 『デンニカルマ』16)

をは じめとす る目録類 に, 中観部所 収 とな ってい る。 しか し, これ も, 八 世 紀以

後の仏教が喩 伽行 ・中観 を殊更 に分 けるよ りも,『両者 が相補 いつつ大乗 (波 羅蜜

理趣) の体 系化を 目指 して工夫 された とい うことか らすれ ば, 奇 とす るに及 ばな
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いことかもしれない。

ところで, 2.が特に別出され, 重んぜ られたのは何故か。 この内容は, 先ず,

常 ・断の二辺を離れて, 中道に精進すべきことを説 く, この中道は唯識性(vijiか

ptimatrata)に 他ならない。 この唯識を正 しく見る, 即ち能 ・所二取の分別を離れ

ることにより, 無分別.無 功用智が生ずる。 この能所不二により一切は如夢であ

る。この様に顛倒を除 くこどに尽きる。最後の106偶 に, 

事物の如何なるものも, 添増せず, 除去さるべきものもない。法の自性 ・真如のみを見

ることによって解脱する//

と説かれている。簡潔に, 唯識から如幻不二観による解脱論が説かれていること

によるのであろう。それは兎も角として, Jnanacandra は, 106偶 に注解す る際

に, 次の偶を引用 している;

hdi la bsal bya ci yan med//bshag par bya ba can zad med//yan dag nid la yan 

dag lta//gan dag mthon nas rnam par grol//

この偶文 は, 同 内容の散文 も含 めて, 多 くの論書に引用 されてい ることが指摘 さ

れてい る17)。そ れ らに, 更 に加 え る な らば,『 中観 宝燈論』(2回)18), Tripitaka-

Ihala の 『三理趣燈』19)など に も, い ず れ も 竜樹 曰 く として引かれてい る。従

って, この偶 が竜樹 に帰 せ しめ られ るのは九世紀頃 かそれ以後の ことと考 えられ

るが, Jnanacandra は偶 文 を引 くの みで あ り, そ れ以上 の手がか りを与 えては く

れ ない。

 さ て,『Abhisamayalarpkara』 は, 第1偶 に 自性 身の定義 を述 べ, 第2～6偶 ま

での5偶 に, r二 万 五千頗般 若』所説の 〈菩提分法〉な ど21部 (or 23部), 計144

(or 146) の 無 漏法 を挙 げて,〈 これ らが法 身であ る〉 と述 べ て い るが, こ の無漏

法の聚即 ち法身 に関 して, Haribhadra は,『Sphutartha』 に,

「転依によって (一切の有漏を) 無漏に転 じた, 無戯論の智を自性とする, す べ ての菩

提分法などは, また, (『Aloka』 では, ここに く第二の が入る) 法身であるといわれ

る, とある人々は云 う。」20)

と有 説 を引いてい るが, これが誰で あるのか注釈者達 の間で一定 していない。

Dharmamitra は, この 説 が,

「自性身と法身の二つは一つと認めるから二つに分け られない と説 くもので, 阿闇梨

Jnanacandra 等 の説 (siddhanta) であ る。」21)

とす る。Bu ston22)は, Vairocana, あ る い は Jhanacandra, G-yag Phrug23) は Vai-

rocana, Roh ston24) は Vairocana と Jnanacandra で あ る と す る。 こ の 有 説 の 一
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文を三 身説 と取 る Dharmamitra に 従 う限 り, Tson kha pa 等 が Vairocana に

Haribhadra を も含めて挙 げる25)こ とは不適 当である。

以上 Haribhadra が行 果 ・法 身に関 して採 った四身説 に基 づ く解釈 は, Vai.

rocana (santaraksita) に 依 るもので あるとい う伝承が あ った ことを知 りえ た が, 

事 実,『Aloka』,『Sphutartha』 の第八章以外 の注解 で は, 法 ・受用 ・化 の三 身 の

みが引 き用 い られてい る。例 えば,

「(この無上正等菩提は) 真如であるとは, 真如の自体 (tathata-svaropa) であ り, 如来

の自性は, 如幻無戯論の智を本性とする法身等よりなる。」26)

「仏世尊は, 如幻不二智の自性 ・般若波羅蜜 を自性 とす る法身 (を持った もの) で あ

る。」27)

「一切智者の智たる法身の……。」28) あ るい はまた,

「法身の威力によりは, 法界と等流なる般若波羅蜜の威力によりとい う意味である。」29)

「勝 義の身 (sarira) 即 ち法身」30)

と も注解せ られ る。 しか し, 自性身の語は一度 も用 い られていない。 これ らの注

解例 か らは, 第 八章の解釈 にみ られ る 〈自性身 と余 の三身〉 とい う四身説 は予想

で きない。

そ こで, Haribhadra が, 自性 ・受用 ・化の三 身に対 して,〈 無漏法 の自性 であ

り, 不 生 を性質 と し, 不 改作 性(akrtrima)で あ る 自性 身 と, これ を根拠 と し

て成立す る無 漏法 及び智 よ りな る法 身, 更 に 受用 身 化 身 (即ち余の三身)〉 と い

う構造 を持 つ四身説 を主張 す る根拠 ・理 由は, 四 身説 を採 る人 々 の (三 身説 ・

の) 問難 に示 されてい るが31), Haribhadra 自身 の法 身の定 義にお いて も確 か め

る ことができる;『Aloka』 第 一章 に,

「定んで認められなければならぬものとして, 喩伽者の世俗上, 殊勝な対象 として顕現

を生ずる門より, 転依によって (無漏に) 転 じた, 説法等の利益行 をなす, (所取 ・能

取) 不二の, すべ ての種類の心心所は, まさに諸如来の行境であり, 智資糧より生じた,

有 事業の法身である。」32)

これ は, G-yag phrug の 言 葉 を借 りれば,

「止観双運の喩伽者, 考察に耐え得ない世俗の上から, 殊勝な境 としての受用身 と化身

の顕現を生起する門から, 所化に対して, 最初に説法, 中聞に道に布置すること, 最後

に果に布置することといった利益ある所作をなせる, また, すべ ての有漏を無漏に転依
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した, 仏地において定んで認められなければならない, 所取 ・能取不二の心心所の智が

(利他行の依持 として要請 された)。」33)

とい うことで あるが, この 『Abhisamaya』 に Haribhadra が 採 った 四身 説 に 対

して, 先 に触 れた様 に, 波 羅 蜜乗一三 身, 真 言乗一 四身 とい う教 理上 の定説 を侵

し破 るという非難がな され る;

『Abhisamaya』 第 一章 の最初 に, 八 現観 の内容 を要約 して述 べるが, 第 八章 の

細分項 目に関 して,

自性 と受用 と, 同様に, 他 の化 (身)34), 有 事業の法身との四種と述べられる〃(I. 17)

と説 かれ るが, Haribhadra は この偶 に関 して,『Aloka』 に, 三 身 説側 か らの 主

張 と, 四 身説 側か らの救 釈 を挙げ てい る;

「ある人々は, もし四身ならこの偶において,〈 自性身〉の次に 〈法身〉の語が来 (べき

であるが)な いから, 身は三に他ならない, とい う。

しかし, 他 の人々は, 目的を明瞭に示し尽 くす力により, 偶 の結びつきに応 じた形で,

まさに智 (法身) と (二十七) 事業を結びつけるために, この様に (1.17) 説 かれてい

るのである。従 って, 他の (主張 ・問題) 個所 (pradesantara) に説かれてい る四身説

のすべてと矛盾のないこととなる, という。」35)

こ こに云 う ‘pradesantara’に 関 して, Dharmakirtisri　 は,‘luh dan luh ma yin

pa dag las’, Dharmamitra は, 逐 語 釈 を加えていない。 しか し, Abhayakaragu-

pta は, 真 言 理趣 を含意 す る もの と取 り, Haribhadra が 〈波羅蜜〉 と 〈真言〉

を混 同 し, この四身説 は Haribhadra の そ の様 な恣意 によるもの に外 ならない と

して強 く非難す る36)。

確 か に先述の理 由をもって分 けられた四身説 の構造が, 無 上喩伽密教の展開の

過程 におい て, 例 えば,〈 法身 ・受用身 ・化 身 ・自性 身〉等 として用 い られ解 釈

され ている37)。 しか し, Haribhadra に は, タ ン トラ (真言理趣) に 関す る著作 は

何 ら残 され てい ないので彼の真意 は確 かめ られ ぬが, 少 くとも, Dharmakirit6ri;

Dharmamitra の復 注 は共 に真言理趣 との関わ りに触れ ていない38)。 Abhayakara-

gupta の非 難 は, あ る いは, 本 末顛倒 であるのか もしれ ない。

1) 天 野 宏 英 「ハ リバ ドラ の仏 身 論 」, 宗 教 研 究179, 昭39, pp. 29-57。

2) Dharmakirtisrl, Dharmamitra, Prajnakaramati, Kumarasri な ど は少 く と も, 四

身 説 を支 持 す るが, Santi-pa, Ratnakirti, Abhayakaragupta は 三 身説 を採 る。

3)『Aloka』Wogihara (W) 本p. 916, ll. 6-13.『Sphutartha』Amano (A) 本p. 269.

4) PLun gi sne maj (Toh No. 5173, 343b4-44a1).
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5) Toh 191b7-192a6, ota 226a6-b7。Bhadanta vimuktasena の 『二 万 五 千 碩 般 若 注

解 ・Varttika』(Toh No. 3788, ota No. 5186, 184b1-185a3) も三 身 を 採 る。

6) Toh No. 3796, 100a7.

7) santaraksita が ‘Bodhisattva’,‘Mkhan po Bodhisattva’の 名称 で 呼 ば れ る こ とは,

Bu ston の伝 え る と こ ろ で あ るが, 羽 田 野 先 生 は Mkhan po と し て の santaraksita

が喩 伽 行 ・菩 薩 律 儀 を採 った点 に注 目 され た (喩 伽 行 派 の菩 薩 戒 を め ぐつ て 「鈴 木 学

 術 財 団研 究 年報 」14, 昭52, pp. 28-33.)。8)Taranathae de Doctrinae Buddhicae

 in India Propagatione, ed. A. Schiefner, p. 166. 

 9) rkha cig na re, Slob dpon gyi shal sna nas ni gshun gshan du sku gsum du 

 bstan pas de ltar bshed mod kyi/hdi ni Mkhan po yarn dag Rnam par snan 

 mdsad kyi/gdams nag gtso bor mdsad pas na//de yi bshed pa bkod paho/

/shes zer to/hog nas skuhi gratis ties par cha dad pa bstan pahi lugs gan yan 
 sun ma phyun bas na/de ltar lies pa ni ci yan med de/Slob dpon gyi shal sn.a 

 nas ni sku dur bshag kyar/ties pa med par bshad par gsal lo ((Prasphutapada)

Toh. 94b5-7, Ota 110a).

10) (Legs bad gser phrenf Toh No. 5412, Ota No. 6150, 305b-6a.

11) 例 え ば, Bsod nams rtse mo (1142-1182)『Rgyud sde spyibi rnam par gshag

pa』 に,「pha rol tu phyin pa las sku gsum las ma bsad la/gsah shags las sku

bshi darn lna brad pa darn/(64a1). (cf. Go rams pa (1429-1489) Ses rab kyi 

pha rol to phyin pahi man nag gi bstan bcos Mnon rtogs rgyan gyi gshun sna 

phyihi hbrel darn dkah gnas la dpyad pa sbas don zab mohi gter gyi kha hby-
ed』315a5)。 ま た, Sa skya papqita Kun dgab rgyal mtshan (1182-1251/25) は,

叩 身説 に つ い て Haribhadra な どの個 入 名 に は一 切 触 れ て い な い (『Thub pabi dgohs

 pa rab to gsal ba fl 86b3).
12) ses rab kyi pha rol to phyin Pahi man nag gi bstan bcos Mnon Par rtogs

rgyan ces bya bahi rnam brad tshig don rab to gsal, bal; (rtsa bahi dgorns

pa ni sku gsum kho nar gnas teJ, rslob dpon gyis sku bshihi rnam gshag mdsad 

pahan Mkhan po Rnam snap mdsad la sogs pahi bkahi dban gis ran lugs ltar4 
snan du bkod pa yin gyi/ran lugs nes pa ni sku gsum ste/Hgrel chen las/

rnam pa kun gyi mchog idan sku ni gsum po thob par sog/ces pas soJ (New 

Delhi, 1973, 5512, 3.4).

13)『Aloka』W本p. 994, l. 3. Tsarv, akara vafa bhavantu niyatalp kaya-traya-pra

pinab//」Tson .kha pa にま, これ は ‘有 法 の 三 身 臆 趣 して, 余 の 三 身 とい う こ とで

あ つて (三 身 説 で は な い), と い う (ota 306a)。14) A. Schiebner, op cit. p. 162。

15) 浜 野 哲 敬,『 三 身 入 門 論 』 につ い て, 印 仏 研32-2, pp. 162-3。16) Toh No. 4364,

307b3; Ota No. 5851, 369b2-3.

17) Jikido Takasaki; A Study on the Ratnagotravibhaga, Roma, 1966, pp. 300-3010

(napaneyam atali kimcit prakseptavyam na kimcana/drastavyam bhutato bhutam
bhutadarsi vimucyate/(W 885, 16-17) Abhisamaya V. 21)

-369-



『Abhisamayalalpkara』 の 三 身 説 と四 身説 (磯 田) (101)

18) Toh No. 3854, 262a5, 281a5-6, Ota No 5254, 329b4-5, 354b1-2.

19) Toh No. 3707; 31b1, Ota No. 4530, 22b8-23al, こ こで は,「 賞 欲 な ど が捨 て られ る

 べ き, あ るい は, 離 貧 な どは受 持 され るべ きで あ る, とい うの で は な く, 唯, 無 顛 倒

 の真 実 の み を証 得 す る こ とか ら, 真 実 を見 るで あ ろ う, 無 顛 例 の 智 に よ って解 脱 す る。

 この意 味 は 阿 闇梨 竜樹 御 前 が 次 の様 に説 か れ る,」 と して この偶 を 引 き, 更 に,「 この

 世 で大 慈 悲 を持 ち無 顛 倒 の お 心 を持 つ人 々 は, 如 何 な る活 動 で あ ろ うと も, そ の す べ

 て が方 便 と般 若 に摂 持 され て い る か ら, 何 か ら も顛 倒 す る こと は な い。 従 って, 世 尊

 は す べ て の有 情 の意 楽 と随 眠 を お知 りに な って, 真 言 の (kriya 等 の) 四 種 の論 書 を

 説 か れ た 」 と説 明 し, この偶 が 四部 タ ン トラ成 立 の根 拠 と して用 い られ て い る。

20) A本p. 269。21) Toh 100a6-7, Ooa 116b。 彼 は この説 も含 あ て Upadhyaya Va-

irocana の説 で あ る と し てい る。25) Ota 322b5-7。

26) [tathataiseti tathata-svarupa mayopama-nisprapanca-jnan'atmaka-dharmakay'a-

dimaya-tathagata-svabhaveti yavat. (W本P. 714, ll. 27-8)。

27) rdharmakaya mayopamadvayajnanasvabhavab prajhaparamit'atmaka buddha

 bhagavanta iti」(W本p. 268, ll. 12-13).

28) rsarvajnajnanasya dharmakayasya....」(W本p. 212, l. 2。)

29) rdharmakayanubhavad iti dhaerma-dhatu-nisyande-prajnaparamita 'nubhavad ity

ar thab」(W本p. 278, ll. 3-4.)。

30)「paramarthikarp sarirarp dharmakayah」(W本 p. 268, l. 2)。31) W本p. 916,

ll. 14-16, A本p. 269。32) W本p. 20, l. 28-p. 21, l. 2。

33) vol. 2, 3492-4, f shi lhag zurn hbrel du yod pahi rnal hbyor pas dpyad mi bzod

pahi kun rdsob to don khyad par can lobs spyod rdsogs pahi sku dan sprul pahi 
skuhi snap ba bskyed pahi sgo gdul bya la thog mar chos ston pa dan/sogs pa 

bar du lam la hgod pa darn/mthar hbras bu la hgod pahi don gyi bya ba md-
sad pa spans pa zag pahi phuni po ma lus pa gnas gyur pas zag med du gyur 

pa/no bo gzuh hdsin gnis su med pahi sems dan sems las byun bahi ye ses sans 
rgyas kyi sa la gdon mi za bar khas blahs dgos pa rnams sku gsum du ji ltar

bsdu/」。34)〈 他 の化 (身) と (dah)〉 と読 む か,〈 他 の化 (身) 、が (ni)〉 と読 む か

に よ って, 四身 と三 身 と に分 か れ る。35) W本p. 916, ll. 28-30。

36)「Abhayakaragupta の Haribhadra 批 判 」, 印 仏 研30-2, pp. (33)-(34)。

37)「paramita-yana と mantra-yana」, 東 北 木 警文 ・研究 年 報28, p. 129。

38) Buddhasrijnana は,『Sarpcayagathapanlika (宝 徳 蔵 般 若 難 語 釈)』 に お い て, 三

身 ・四智 を挙 げ て,「Mahayanasotralalpkara』 安 慧 釈 と軌 を一 に す る注 解 を付 す る の

み で, 四 身 に は触 れ てい ない (Toh No. 3798, 188a1-b2, ota No. 5196, 221b3-222a6)。

(東 北 大 学 助 教 授)
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